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浸水被害の発生しやすいアンダーパス
は赤色回転灯などにより注意喚起すると
ともに、通行止め等安全確保に努めてお
り、監視カメラ画像等の一般公開の検討
を行う。広範囲な浸水状況を把握できる
「ワンコイン浸水センサ（　　　　）」は、
昨年度から香川大学が国や県、市と共同
で実証実験を行っており、引き続き実験
を進め設備の増設や体制づくりも今後
検討したい。

　 阪神・淡路大震災後、ＤＭＡＴなど
様々なチームが活動を行ってきたが、
各チーム間の連携が課題とされた。
３月末の国通知で、災害時保健医療福
祉活動支援システムの有効活用など連
携強化の重要性が強調されている。今
年度、当該システムの操作研修や一連
の想定訓練を実施し、保健医療福祉活
動チーム間の一層の連携強化を図る。

　 県でも物価高騰対策の一つとしての
応援金による支援やボランティア人材の
マッチングなど活動支援を行っている。
開設に向けた支援としては、ハンドブッ
クの配布や相談窓口を設け、必要な助
言を行っているほか、それぞれの活動や
場所を広く発信している。引き続き、各市
町等と連携・協力し、取り組んでいく。

　 高松市が取り組む「やしまーる」館内
等での夜間ライトアップや、県も、これま
で国の交付金を活用し、瀬戸内海国立
公園内に整備したトイレの洋式化や案
内板の多言語化など計画的に進めてい
る。県としても高松市と連携し屋島の活
性化を今後とも進めたい。

答答
子ども食堂開設と活動継続への支援は。問問

浸水対策への取組みは。
答答
問問

　 たき火等、人的要因により発生す
ることが多いことから、火気管理の徹
底などを呼びかけており、今治市等で
の事例を踏まえ、さらなる注意喚起を
図る。林道は、消火車両が通行できる
よう、倒木の除去等の適正管理に努
めている。野外での焼却は、原則禁止
であり、周知啓発しているが、違反行
為を確認した場合は、市町や警察と
連携し、指導等を行っている。

　 地域計画では、10年後の耕作者が
位置付けられた農地は全体の約３割に
とどまり、今年度から、地域を細分化
する単位での協議を促し、兼業農家も
しっかりと位置付けられるよう、市町に
よる計画の見直しを支援したい。水土
里ビジョンは、観音寺市の２地区内の
16土地改良区で本年度の策定が合意
できた。今後も県も関係者協議に参画
し、提案や助言を行っていく。

　 三豊鳥坂インターチェンジから松山
方面の道路勾配が急であるといった地
形的な課題がある。５月に県と三豊市と
の間で新たに勉強会を発足したところで
あり、今後この課題を踏まえた方策や整
備手法などを三豊市とともに検討する。

　 専門高校に特に必要となる実習施設
は、校舎の改築や改修に合わせ、計画的
に整備を進めており、各種の専門教育の
実践にあたり必要な備品の確保、更新を
図ってきた。「県立高校の在り方に関する
協議会」で、議論を進めるのと並行して、
各学校の教育内容の日々の実践と施
設・設備の充実に一層努める。

　 現在、県内37の医療機関が食物アレ
ルギー治療を実施し、香川大学医学部附
属病院を拠点病院とした研修により、医
療機関の拡充を進めている。県独自の
「食物アレルギーカード」を作成・配布し、
今後も周知啓発に努める。県民向け講座
の開催や飲食関係者への研修会等を活
用した取組みの働きかけを行いたい。

　 法定研修は、国の制度等による受講
料の負担軽減や、労働時間として扱う旨
を周知するほか、国へ当該研修の早期
見直しを要望する。委託先の複数化、オ
ンライン研修など県でも工夫し負担軽減
に努める。ケアプランデータ連携システ
ムの県内の導入状況は、先月末で８．５％
となり、引き続き利用促進を図りたい。

　 県の３月末時点のＨＰＶワクチン接種
率は、18～28歳が74.9％、高校２年生が
53.9％、高校１年生が40.0％である。５月
に公費接種できる小６から高１に周知し、
今後キャッチアップ接種期間の延長措置
の対象者も含め、広報誌等で接種勧奨
し、市町へも働きかけを行う。検診は、昨
年度から検診車を大型商業施設に派遣
し、週末の受診環境を整備した。

　 道路下の空洞調査を優先度の高い
区間７５０㎞のうち、６５８㎞で行い、94
箇所の空洞を発見・修繕した。高い技
術力が求められる調査会社の選定方
法は今年の状況を見て、適切に対応し
たい。下水道管路の老朽化対策は、優
先度の高い管路は夏頃の調査完了を
予定しており、市町の技術職員不足や
財政的課題にはデジタル技術活用等を
検討する。

食物アレルギー対策の取組みは。
答答
問問

　 工業港湾である特徴を活かし、人流
や物流機能を担う総合港湾である高松
港との役割分担と連携を図り、老朽化
したふ頭施設を再編し、新たな取扱貨
物のための岸壁整備や産業用地確保
等を検討し、競争力、利便性の高い港
を目指す。県が主体的に、管理者の坂
出市と連携、協力し、令和９年度の改訂
を目途に進める。

　 複数の公共交通機関やホテルの予
約等を一括して行えるようなシステム導
入について、今後検討を進める。今年
度、交通事業者や市町が行うキャッシュ
レス化等の取組みへの補助制度を創設
した。今後もデジタル技術を活用した、
観光客にとって利便性の高い公共交通
の実現に向けて取り組んでいく。

　 Ｋ－ＭＩＸ Ｒ（　　　　）への参加に
必要な設備整備への補助など、現在３割
程度にとどまる参加医療機関の拡大に取
り組む。今後は、新たな機能を追加し、医療
機器共同利用システムの開発を進め、来年
４月頃からの運用開始を予定している。

　 瀬戸芸では、音楽を奏でたり、地域に
残る仕事歌を使ったオペラや神楽の公演
等、多様な芸術を新しい視点で展開して
きた。地元交響楽団の協力のもと高校生
以下のオーケストラを組織し、演奏会を毎
年開催する等、芸術活動に参加できる環
境づくりに取り組み、かがわ文化芸術祭で
は、県内の若手音楽家等の協力のもと舞
台公演を行っている。

　 鉄道事業者と地元市町が連携し、地
域住民の合意を得ながら、第４種踏切の
廃止や、応急的な安全性の向上に取り組
んでいる。廃止が出来ない場合は、両者
が協力し、第１種化を含めた合意形成に
向けて取り組むことが求められる。第４
種踏切の解消に向けた取組みの促進を
働きかけるとともに、第１種化に取り組む
場合の支援についても進めていきたい。

　 24言語の通訳体制を整備し、外国
人とのコミュニケーションや各国の文
化・宗教等の研修等を行い、適切な対
応に努めるほか、防犯講話や交通安
全教育を開催している。「外免切替
（　　　　 ）」の増加には、体制を強化
し厳格な運用に努めている。組織的
犯罪には、国内外の関係機関や他の
都道府県警察とも連携し、実態解明と
取締りを強力に推進している。

　 県立病院では、付添い用のソファー
ベッドを配置した個室を基本としてい
る。中央病院では、院内レストランから
の食事提供、寝具貸し出し、シャワー室
利用及び駐車料金減額を行っているほ
か、小児病床では、看護補助者を配置
し、子どもの入浴のサポートを行うなど、
付添いの方の負担軽減に努めている。

　 民生利用を主としつつ、自衛隊等の
円滑な利用に資するよう必要な整備や
既存事業の促進を図る取組みであり、災
害派遣の実効性を確保するための訓練
等が行われることが想定され、県の災害
対応力の向上につながるものと考える。

大規模災害時の保健医療福祉活
動チームの連携強化は。
答答

問問持続的な県内農地の利用は。
答答
問問

三豊鳥坂インターチェンジのフル
インター化に対する取組みは。
答答

問問

デジタル戦略を通じた公共交通の
利便性向上の取組みは。
答答

問問 「事業者の未来への投資を応援する
総合補助金」による中小企業支援は。
答答

問問
介護人材の確保対策の取組みは。

答答
問問

子どもの付添い入院に伴う負担の
軽減の取組みは。
答答

問問

高松空港の特定利用空港指定に
よる県の防災力強化への寄与は。
答答

問問
答答
問問 観光地屋島の活性化に対する支援は。

問問 林野火災の防止に向けた取組みは。問問
答答

問問 魅力ある県立高校の実現への取組みは。問問
答答

問問 持続可能な水産業の振興は。
答答

問問 坂出港港湾計画改訂の進め方は。問問
答答

「ワンコイン浸水センサ（　　　　）」は、※7 6ページ
下欄外参照

問問 危険な踏切の解消への取組みは。問問
答答

※10 Ｋ－ＭＩＸ Ｒ（かがわ医療情報ネット－ワーク）＝香川県内の医療関連施設（病院・診療所・薬局・企業等）
　　 を情報ネットワークでつなぎ、医療情報を相互に共有することで、質の高い医療サービスを実現する仕組み
※11 外免切替＝外国の運転免許を日本の運転免許に切り替える手続

問問 災害時の最善の避難行動促進は。
答答

問問 児童相談所等の人材確保と民間連携は。
答答

　 養殖魚の通年出荷に向け、神奈川
県の加工場（　　　　）で、フィレの販
売が始まったことから、首都圏への販
路拡大に取り組む。地魚の活用とし
て、クロダイは、団子状に加工し、昨年
度、延べ230校の学校給食に約15万
食を無償提供したほか、認知度向上
に取り組む。他の地魚も旨味成分を分
析し、有効な活用方策を検討する。

　 5月末に、2,398件、総額約20億円を
採択した。４月の民間調査で、設備投資
計画があると答えた本県の中小企業は
約７割と、四国４県で最も高く、事業展開
の一助となったと考えている。交付後は、
「よろず支援拠点」のコーディネーター
が、事業の相談に対応し、支援していく。

　 マイ・タイムライン（　　　　）の作成
を推進しており、防災イベントでの作成体
験コーナーの設置や自主防災組織の支
援等を行っている。昨年度、25万人が参
加した「香川県シェイクアウト」訓練では、
避難経路・避難所の確認や防災アプリの
活用なども呼びかけた。刻 と々変わる災
害の状況を自ら判断し、最善の避難行動
を取れるよう、防災意識の向上を図る。

　 児童相談所は、児童福祉司などの大
幅な増員を図り、平成30年度の34人か
ら、今年度は67人となった。「こども家庭
センター」は、現時点で９市町にあるが、
未設置自治体でも、令和８年度末までの
設置へ準備が進んでいる。民間団体と
の連携は、まだ十分ではなく、市町が実
施する個別ケース検討会議に、児童相
談所が関わり、必要な助言を行う。

地域医療連携ネットワークの現状
と今後の展望は。
答答

問問

音楽文化の振興と若者育成に向け
た取組みは。
答答

問問

子宮頸がん対策の取組みは。
答答
問問

道路の陥没対策の取組みは。
答答
問問

問問 外国人による犯罪への取組みは。問問
答答

（　　　　）※9 6ページ
下欄外参照

（　　　　）※8 6ページ
下欄外参照

※7 ワンコイン浸水センサ＝小型、長寿命、低コストで多数の設置が可能なセンサ
※8 加工場＝令和７年３月に、香川県漁業協同組合連合会が、神奈川県三浦市に整備した加工場
※9 マイ・タイムライン＝自分自身や家族の災害時における避難行動計画

（　　　　）※10 7ページ
下欄外参照

（　　　　 ）」※11 7ページ
下欄外参照
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